水熱法前処理をした稲わらの嫌気性バイオガスの生産性向上 by 賀 雷蕾 & HE Leilei
Enhanced Anaerobic Biogasification from Rice











氏名（本籍）     賀 雷蕾  
 
学位の種類      博 士（環境学） 
 
学位記番号      博 甲 第   7372  号 
 
学位授与年月日    平成 27 年 3 月 25 日 
 
学位授与の要件    学位規則第４条第１項該当 
 
審査研究科      生命環境科学研究科 
 




主査   筑波大学教授           博士（農学）  張 振亜 
副査   筑波大学准教授          博士（理学)   ヤバール ヘルムート  
副査   筑波大学准教授          博士（工学）   内海 真生  
副査   公財）国際科学振興財団 
バイオエコ技術開発研究所  研究所長  博士（理学）   稲森 悠平 
   
 










まずは熱水処理の温度(190 ℃-290 ℃)、温度の維持時間（0-30 min）、固形物濃度を変化させ、生物的利用
性への影響を調べた。また、HTT前処理した稲わらの回分式メタン発酵も行った。その結果、HTT処理温
度の上昇に伴う TSや VSの減少、可溶性 COD(SCOD)の増加が観察された。しかし、230 ℃以上では、SCOD
濃度の増加はわずかであり、低い炭水化物量(0.1-2.9 mg/g-VS)しか得られなかった。バイオエネルギー回収
効率を考慮し、水熱処理温度は 210 ℃以下、TSは 20 %の処理条件を選択した。さらに、稲わらを 150 ℃と
210 ℃、TS20 ％、温度維持時間 0-30 minの条件で処理を行い、処理後の稲わらのバイオ水素発酵を試みた
結果、顕著なリグニンの分解は観察されず、稲わらの表面構造の変化や稲わらの可溶化が観察された。水熱
処理温度 210 ℃の場合の可溶性炭水化物レベルは水素収率とは強い相関関係(r=0.9987)があり、温度維持時






熱処理なしをコントロールとしてメタン収率を調べると 121 mL/g-VSであった。水熱処理温度 210 ℃では、
メタン収率は 31から 76 mL/g-VSの範囲であった。これは、200 ℃以上の温度では処理した稲わらにはメタ
ン生成菌の活性を抑制する物質が生じた可能性があるとの報告と一致する。単独或いは二段式における水熱
処理温度 150℃の場合のメタン収率は 210℃より遥かに高くなり、150℃の二段式発酵、維持時間 20分での
















平成 27年 1月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
  
